
「町田市町田駅周辺公共施設再編構想－民間とのコラボレーションによる 

５つの再編プロジェクト－」の策定について 

「みんなで描こう より良いかたち 町田市公共施設再編計画」（2018 年 6 月策定）に基づき、

「公共施設・公共空間のより良いかたち」の実現を目指して、公共施設の再編を進めています。 

この度、公共施設が最も多く点在している町田駅周辺に焦点を当て、公共施設の再編により目指

す姿等を示す「町田市町田駅周辺公共施設再編構想－民間とのコラボレーションによる５つの再編

プロジェクト－」（以下「再編構想」という。）を策定しました。 

策定にあたっては市民意見募集を実施し、いただいたご意見を一部反映しました。これからも、市民

の皆様や民間事業者の皆様と情報を共有し、ご意見やアイデアをいただきながら進めてまいります。 

１．再編構想の概要について *資料 1 

２．「町田市町田駅周辺公共施設再編構想 

－民間とのコラボレーションによる５つの再編プロジェクト－」 

について *資料 2 

３．これまでの経過について 

2018年 6月 「みんなで描こう より良いかたち 町田市公共施設再編計画」策定 

2019年 7月 公共施設等マネジメント情報紙ぷらっと第 3号 発行 

↳町田駅周辺の公共施設の複合化検討を開始しました。 

2020年 2月 

3月 

7月 

「みんなのアイデアブックー町田市の公共施設再編についてー」 発行 

公共施設等マネジメント情報紙ぷらっと第 4号 発行 

↳冊子と情報紙で、皆さんからいただいたご意見やアイデアを紹介しました。 

公共施設等マネジメント情報紙ぷらっと第 5号 発行 

↳2 つの保健施設の集約と教育センターの複合化の検討状況等をお知らせしました。 

2021年 3月 

7月 

12月 

「民間とのコラボレーションによる公共施設の建替え方針」策定 

  ↳2 つの保健施設の集約と教育センターの複合化に関する方針を策定しました。 

公共施設等マネジメント情報紙ぷらっと第 7号 発行 

↳町田駅周辺で再編に向けた検討を進めている公共施設等を紹介しました。 

公共施設等マネジメント情報紙ぷらっと第 8号 発行・市民意見募集の実施 

↳ぷらっとで「町田市町田駅周辺公共施設再編構想」・「町田市境川団地地区 まちづくり構想」の 

市民意見募集についてお知らせするとともに、12月～1月に市民意見募集を実施しました。 

2022年 3月 「町田市町田駅周辺公共施設再編構想 

－民間とのコラボレーションによる５つの再編プロジェクト－」策定 

「町田市境川団地地区 まちづくり構想 

－多様な人が集い、地域の魅力を育むまちづくり－」策定 

2022 年 3月 18日・22 日 

行 政 報 告 資 料 

政策経営部企画政策課 
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町田市町田駅周辺公共施設再編構想 

－民間とのコラボレーションによる５つの再編プロジェクト－（概要） 

１ 策定の目的 

本構想は、これまでの公共施設の検討結果を再整理したうえで、町田駅周辺にある公共施設の再編により目

指す姿や基本的な考え方、2022 年度から 2026 年度までの具体的な再編スケジュール等を示すことを目的と

して策定します。 

２ 対象期間 

本構想の対象期間は、短期再編プログラムの終了年度と町田市５ヵ年計画 22-26 の計画期間と合わせ、

2022 年度～ 2026 年度とします。ただし、2027 年度以降まで継続するプロジェクトについては、2027 年

度以降も各計画に引継ぎ、取り組みを進めます。 

３ 目指す姿と基本的な考え方 

再編構想の目指す姿 

 施設総量を圧縮しながらも、社会状況の変化や市民ニーズを捉えた公共サービスの維持・向上を図ります。

 民間事業者とのコラボレーションにより、新たな価値を創出します。

 市有地を有効活用し、街の魅力向上につなげます。

再編構想の基本的な考え方 

 公共施設再編の視点：社会状況の変化等による公共サービスのニーズの変化を捉え、施設総量の圧縮、

ライフサイクルコストの縮減、民間とのコラボレーション、既存資源の有効活用を図りながら、将来につながる

かたちにリデザイン（最適化）します。 

 まちづくりの視点：多摩都市モノレールの延伸をきっかけとしたまちづくりの動きと連動して、点（公共施設）

ではなく、面（エリア）での公共施設の再編を進めます。また、公共施設を集約・複合化することで空いた

市有地は、多摩都市モノレールの延伸事業などのまちづくりへの寄与や、さらなる魅力向上につなげていき

ます。

４ ５つの再編プロジェクト 

目指す姿を実現するために、公共施設の集約や複合化等を検討する５つのプロジェクトを進めていきます。 

● プロジェクトＡ ２つの美術館と芹ヶ谷公園の一体的整備

市立博物館の収蔵品の一部や活動を受け継ぐ（仮称）国際工芸美術館を、芹ヶ谷公園、国際版画美術館

と一体的に整備します。また、2 つの美術館を含む公園全体の一体的な管理運営手法を検討・事業者を選定

します。

効果 美術館と公園が継ぎ目なくつながることで、公園全体が芸術を

体験できるフィールドとなり、公園の豊かな自然を感じながら、様々な

アートに親しむことができるようになります。

資料 1 
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５ プロジェクトの進め方 

再編の検討・実施にあたっては、市民の方や民間事業者と公共施設・公共空間のより良いかたちのイメージを

共有したうえで、対話を繰り返しながら進めていきます。 

● プロジェクトＢ ２つの保健施設の集約

健康福祉会館と保健所中町庁舎を集約化し、民間とのコラボレーションにより健康

福祉会館用地に建替えます。

効果 町田駅徒歩圏内に 2 つの保健施設が集約されるとともに、保健施設と親和

性のある民間サービス等も複合化されることで、便利に利用することができます。また、

感染症対策が講じられた建物となることで、より安心して利用することができます。

● プロジェクトＣ 教育センターの複合化

教育センターと子ども発達センター、わくわくプラザ町田（シルバー人材センター、老人クラブ連合会の各事務

局）を複合化し、民間とのコラボレーションにより建替えます。

効果 子ども発達センターと教育センターを複合化することで、幼児

期から学齢期まで切れ目のないサポートを受けることができます。

● プロジェクトD 産業支援施設の複合化

町田新産業創造センター、町田商工会議所、町田市勤労者福祉サービスセ

ンターの産業支援施設を複合化し、町田市の産業振興を牽引する拠点を目

指します。施設候補地は、町田新産業創造センターの現有地とします。 

効果 事業者や働く人がいつでも気軽に交流できるようになります。 

● プロジェクト E 図書館の集約

中央図書館とさるびあ図書館が持つ機能を整理し集約します。集約方法の検討にあ

たっては、移動図書館の運行、学校図書館や団体の支援など特徴的な役割・機能に

留意します。また、民間活力導入の範囲など、運営のあり方について検討します。

効果 町田駅周辺の図書館機能の

価値が向上するとともに、持続可能な

図書館運営が実現します。

健康福祉会館 

中央 

図書館 

3



資料２
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